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参加してみませんか      ＜お問合せ よつ葉生協 組合員組織部 TEL 0120-07-1613＞ 

宇都宮 

寒い時期だからこそ Yogaでからだを動かそう！ 
寒さで縮こまりがちなからだを思い切り伸ばして気持ち 

ともども解放してあげませんか？（初心者可） 

日 時：2月 26日（月）10：00～11：00（受付 9：45～） 

会 場：とちぎ福祉プラザ（栃木県宇都宮市若草 1-10-6） 

参加費：組合員 大人 200円   一 般 大人 300円 

 

定 員：10人    託 児：な し 

締切日：2月 9日（金） 

主 催：宇都宮南委員会 

＜持ち物＞ヨガマットか大きめのバスタオル、 

飲み物、タオル、動きやすい服装 

小 山  

「しあわせの森」上映会 ㏌ 小山 
誰かのためでないけれど誰かのためにすべてが生きる… 

私が私であることも、あなたがあなたであることも… 

大切だよと告げている。それぞれのつながりは宇宙を作り幸せを

作る。 

わたしたちは しあわせの森を生きているのだ。 
日 時：2月 10日（土）14：15～（受付 13：45～14：15） 

会 場：小山市生涯学習センター（小山駅前ロブレ 6F） 

    （栃木県小山市中央町 3丁目 7-1） 

参加費：無 料 

定 員：50人    託 児：な し 

締切日：2月 2日（金） 

主 催：文化委員会  ＊当日参加も OKです＊ 

 

宇都宮 

表情筋トレ 
お母さんの笑顔はお子様にとってとても大切。 

春に向けて笑顔が素敵なお母さんを目指し一緒に表情筋トレを

しませんか？  講師：流々一葉 

日 時：2月 15日（木）10：00～12：00（受付 9：45～） 

会 場：河内生涯学習センター2F 学習室 

    （栃木県宇都宮市中岡本町３２２１−４） 

参加費：組合員 大人 200円   一般 大人 300円 

定 員：10人    託 児：な し 

締切日：2月 2日（金） 

主 催：宇都宮北委員会  

＜持ち物＞顔が見られる卓上の鏡、タオル、 

前髪を上げられるターバン、水分 

『つながる産直』 

1月 5週くらら７P 食の絆でも紹介しました 

高生連 特別栽培米 減農薬コシヒカリ 土佐武市農場 武市忠雄さん 

 

よつ葉生協では地産地消を進めています。なぜ高知県のお米があるのかと 

いうと・・・。 

2011年東日本大地震の際、放射能を考慮してよつ葉生協は高知県にある 

高生連に「安心して食べられる米が欲しい！」と急遽お願いしました。快く頂け 

たのが、武市農場のお米。12月頭、担当者が高知県高生連に訪問し、数名の 

生産者へ訪問し圃場を見学。武市農場は家族 4名で 20haこなす米の専門 

農家。武市さんはとても几帳面な方で毎日メモ帳に記録を残し、20 代の頃から書き始めたメモ帳は 50 年で 50 冊。トラクターのオイル交換の

目安から、その年の売り上げ、精米施設を立てた日、肥料を変えた日など、こちらが質問したことすべてメモ帳をもとに 

詳しく話をしてくれました。 

温暖化の今、高知県では米の二期作が増えているとのこと。武市さんもその一人。暑さを春と秋の気温が高いことを 

逆手に取り収量アップを図ります。 

写真に写っているのは武市さん親子と同じく、除草剤 1回のみの減農薬コシヒカリを納品してくれている富家ライスファ 

ミリーの皆さん。武市さん所有のラジコンヘリで玄米黒酢を試験散布した時の写真です。この試験的散布に効果があると 

わかったことで富家ライスファミリーグループはいもち病対策としての殺菌剤の使用をやめることが決まりました。 

現在、ラジコンヘリで稲の出穂の前後 2回、玄米黒酢をいもち病の予防と旨味アップを狙い散布しています。 

 

その他にも問題になっているジャンボタニシ（稲への食害問題）を利用して除草をしている生産者、牛を飼っておりワラは牛に 

与え、牛糞から堆肥を作り田に戻す循環型農業をやっている生産者など、こだわりが多くみられる高生連の生産者たち。 

米は産地により同じ品種でも味が変わります。その土地に思いをはせて食べてみてはいかがでしょうか。 （商品部 間中） 

 

産直 NEWS 

 QR コードでお申し込みできるようになりました 
●申込みの受け付けを QR コードと電話による受付に移行します（2024 年 3 月～）。QR コードを読み込むと、 

よつ葉生協ホームページのイベント案内ページに入ります。 

●QR コードを読み込めない方は、従来の共通申込書（P4）を切り取り、配送員にお渡しください。 

 

 「参加してみませんか」 

右から 2番目が武市忠雄さん、3番目が息子の竜人さん 

 両サイドが富家ライスファミリーの皆さん 
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よつ葉文庫 

NO.1307 「母の小言」  秋野沙夜子 コールサック社 
 

 下野新聞に紹介されていたエッセー集です。 

小言というと「また口うるさく言って」とおばあちゃんや母の口癖のようなものだと思っていました。 

 東京大空襲で疎開先を変えながらの小山市での生活は、今に至るまでの日常の中での成長が、時代的背

景を写していると感じられます。 

 母の小言は、祖父母譲りのものであったかも知れませんが、伝承されているように思います。読者それぞ

れが、母や祖母の小言を思い出し、「そういえば、いつも、同じようなことを言っていたけど、当たってい

たね」、昭和の親子はスマホのメール会話はなかったので、一言多かったのは事実で、今、足りないのは生

の声の交信ではないでしょうか。 

 

NO.1308 「裁ち板と土」  小林千枝子 文芸社 

           

組合員さんが出版。大正末、昭和、平成を、家、家族、土地の成り立ちの中で女性が生き抜いた姿を、社

会的視点から描いた小説。 

高齢化社会の中での介護、まして、コロナ禍での対応は知恵を出し切った厳しい状況で、高齢者を抱えて

いる家族にとって、命をかけた試練だったはずです。家長は長男が当たり前の男性社会の中で、夫に先立た

れた女性が、子どもをいわゆる一人前にするためには、常に男性社会へ立ち向かわなければ生きて行けま

せんでした。男女平等、女性参画が叫ばれてもなかなか進まないのは、日本はあまりにも容認していた時代

が長かったとも言えます。中東の女性の学ぶ場さえ奪っている国々に比較するとましだとも言えますが、

そこまでたどり着くまでの女性の努力は寝る時間を削ってのものでした。 

親、兄弟、親戚の具体的な行動の描写があり一気に読みたくなる濃いものでした。全てが他人事ではな

く、いろいろ問題を抱えながら生きている現実の中に自分も置かれていると自覚し、生活力を身に着け令

和の中で生き方を考えることに繋がる気がしました。 

 

NO.1309 「おばぁたちの台所」  金城笑子 グラフィック社 

 

沖縄本島に住む 19人のおばあ、おじいの食と暮らしの話。 

何があっても「どんとこい」と肝が据わっている強さは、第二次世界大戦で日本で唯一の戦場と化した極限

の中で生き抜いた証かと思います。 

自給自足、隣近所の分け合い、深い付き合いが今も生きていて、互いに助け合うことが自然に日常そのも

のになっています。海の幸、畑の幸を毎日の食卓に品を変え、工夫しながらの友人と一緒に食べることは、

現代の生活様式からは遠のいています。 

本来の食べることの意味を立ち止まって考えてみることを開いてくれました。沖縄がおかれていた過去

が、今もそのままになっていることを感じずにいられません。 

おじい、おばあがたくましく、しなやかに生きていることに感動する一冊でした。人物、食べものが、細や

かにカラー化され、すごいと感心しました。                     （顧問 冨居） 

新刊登録 

新刊登録 

新刊登録 

文化イベント情報 

小 山   第 15 回 ママ´Sマルシェ 

●タイトル 通園通学グッズ ☆ マルシェ 

●日 時  ２月 3 日（土）10：00～15：00 

●会 場  はぴしぇあ（サンワ設計ショールーム） 

      （栃木県小山市東城南 4-6-1） 

●料 金  入場無料 

●内 容  ハンドメイド品販売 

      レッスンバッグ、上履き入れ、体操着袋、

お弁当箱入れ、コップ入れ、おはし入れ、

テーブルクロス、ナフキン、移動ポケット、

ランドセルパッド、マスク、水筒紐カバー、

アクセサリー、フェルト小物 etc 

●主 催  桜小町 MAO 

●問合せ  桜小町MAO 検索 お問合せフォームより 

小 山   第 12 回 

●タイトル オーガニック講座上映会＠小山市立文化センター 
●日 時  2 月 4 日（日）13：00～15：30（12：30 開場） 

      「いただきます みそをつくるこどもたち」上映  

      しあわせは、食卓のなかにある。笑って、泣いて、ほっこり元気を

もらう子育てエンターテイメント・ドキュメンタリー！ 

      ナレーション：石田ゆり子、エンディングテーマ：坂本美雨 with CANTUS 

プロデューサー：安武慎吾 監督・撮影：オオタヴィン 

      「その後のはなちゃんのみそ汁 GIFT」 

●会 場  小山市立文化センター（栃木県小山市 1 丁目 1-1） 

●参加費  無 料   ●定 員  300名（事前申込制） 

●主 催  小山っ子の未来を守る会・小山市有機農業推進協議会 

      TEL 0285-22-9269  

メール d-nousei@city.oyama.tochigi.jp 

 

       

「お申込みQR」 

mailto:d-nousei@city.oyama.tochigi.jp
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第 6 回 定例理事会報告 12月 13日（水）  

  

共 通 申 込 書 

 

希望する行事名に □ してください 

□「しあわせの森」上映会 in 小山    

□表情筋トレ 

□寒い時期だからこそ Yoga でからだを動かそう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組合員番号       氏  名 

住  所 

連絡のつきやすい電話番号☎ 

参加人数 （大人）組合員    人※

（大人）組合員以外  人 

     （小・中学生）    人  歳  歳  歳 

     （未就学児）     人  歳  歳  歳 

参加者のアレルギー  無・有（           ） 

 
託児：６カ月以上のお子様から   人  歳  歳  歳  歳 

お子さんのアレルギー 無・有（           ） 

 
備考欄  

 

 

東日本大震災･東電原発事故での支援金 募金報告                             

ご協力ありがとうございます。          （12月 2週分～1月 2週分） 

組合員さんの温かいお気持ちが今週も寄せられています  (単位：円) 

放射能から子どもを守る募金 （900番） 23，800 

震災孤児を支援する募金   （910番） 84，200 

「有機農業と国産種子」募金 （920番） 34，700 

合  計 142，700 

共同購入注文書裏の「10品以上の記入欄」に該当番号と数量をご記入ください。 

WEB 注文の場合は、左側［企画商品・募金］内の［募金関連］をクリック。 

一口 100円の募金になります。 

新型コロナウイルス感染症対策たすけあい募金報告                             

ご協力ありがとうございます。          （12月 2週分～1月 2週分） 

組合員さんの助けあいの気持ちが広がっています     (単位：円) 

栃木コロナ支えあい基金   （860番） 10，200 

茨城誰かのために募金    （862番） 3，300 

合  計 13，500 

共同購入注文書の該当番号に数量をご記入ください。 

WEB 注文の場合は、左側［企画商品・募金］内の［募金関連］をクリック。 

一口 100円の募金になります。 

●編集・発行よつ葉生活協同組合 小山市粟宮 1223 

0120-07-1613 TEL 0285-45-9100  FAX 0285-45-9101 

HP https://yotsubacoop.jp/ 

よつ葉だよりメールアドレス yotsubadayori@yotsuba-coop.jp 
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メールアドレスが変わりました。 

●11 月度事業実積  

 27,156名（11月 20日現在 前年比 101.5％） 

加入 174名 脱会 99名 

 374,085千円（前年比 102.7％） 

2023年 4月～累計 2,992,949千円（前年比 101.7％） 

 

組合員数 

供給高 

よつ葉太陽光発電報告 
○2023 年 10 月 24 日から 11 月 23 日（31 日間）の太陽光発電量

は、11,099ｋWｈでした。CO2 削減量は 3,491kg（18L の灯油

缶を 147 本燃焼した量）です。 

 

《報告・協議事項》 

（1）議案書作成委員会(3 名)の選出について 

   第 42 回総代会議案書作成委員会設置に伴う委員選出について 

   提案され、理事会から選出しました。 

（2）理事会規則の改定について 

  常務理事会運営に関する内規の制定に基づき理事会規則の 

   改定が提案され、承認されました。 

（3）春の全体研修会開催について 

   2024 年 3 月 23 日（土）に白鷗大学（大行寺キャンパス）で   

   開催予定することを確認しました。 

（4）イスラエルガザ地区人道危機救援金（緊急募金）について 

   10 月 30 日（月）～11 月 17 日取り組み、募金金額 1,226,800 円 

   を日本ユニセフ協会へ送金しました。 

 

（5）11 月度 組合員活動会議報告 

①よつ葉ふれあいまつりの役割・段取りについて 

②12 月 2 日（土）農業体験は中止となりました。 

③よつ葉の広場 話・輪・WA つくばについて 

（12 月 15 日(金)） 

④「有機農業と国産種子を守る募金」より、110 万円を 7 生

産者・団体への支援金としてお届け終了報告しました。 

 

「よつ葉生協は、栃木県生協連と栃木県との包括連携協定に基づき、

県の広報に協力しています」 

 

ご意見・ご感想をお寄せください。お名前と組合員番号をご記入の上、

共同購入注文書またはお手紙でお願いします。掲載の方には粗品をプレ

ゼントいたします。※掲載するにあたって事前ご連絡をすることはあり

ませんので、ご了承ください。 


